
【京都府宇治市】

・既存校舎を改修し、余裕教室を高齢者福祉施設に転用

・動線や施設区分を分離し、児童・利用者の安全性を確保

・新たな用地を購入し、同様の施設を整備する場合と比較
して、5億円以上経費を削減

余裕教室を活用し福祉施設を整備

【学校】学校施設の複合化

背景・課題

・年少人口が減少する一方で高齢化が進展
［年少人口：3.3万人（H2年）→2.6万人（H26年）］
［高齢化率：20.7%（H21年）→ 25.6%（H26年）］

・児童の減少に伴う余裕教室の増加（小倉小学校内に１２
教室以上）

既存施設の改修

宇治市立小倉小学校

地域児童 高齢者福祉施設小学校

■学校規模／24学級751名(H28.5.1)
（特別支援学級／3学級7名）

■複合施設（床面積）／
小学校（5,840㎡）
高齢者福祉施設（1,024㎡）

■整備時期／平成7年
■構造／RC造 地上3階

・高齢者福祉施設へ転用するに当たり、
バリアフリーの観点から、出入口段
差の解消、多目的トイレ、エレ
ベーター、自動ドア、手摺等の設置
等を実施

畳や障子など、高齢者が落ち着ける
空間としている。

児童と高齢者との交流

宇治市
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・高齢者施設管理・運営

・既存施設活用型
ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ等整備
促進事業費補助金

・老人保健福祉計画
にて施設整備を計画

・小学校管理・運営

宇治市立小倉小学校

ＪＲ小倉駅

小倉駅

伊勢田駅

新田駅大久保駅


